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「ITコンサル営業養成シリーズ」コース

シリーズ２：「IT経営構築の要求知識」
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提供：情報戦略モデル研究所

経営構 要 識」

研修目的
◆「プロジェクトマネジメントとモニタリングを知る」

IT戦略のためのプロジェクトマネジメント知識とITガバナンスとしての
モニタリングを理解する。

◆「IT化提案力をつける」
全社最適のIT化提案のためのIT戦略の考え方と投資対効果、RFP、
SLMの知識とその考え方理解し エンタ プライズシステム提案の

コースの目的
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SLMの知識とその考え方理解し、エンタープライズシステム提案の
発想力を修得する。

習得する知識

◆ITガバナンスの考え方を修得できる
◆プロジェクトマネジメントの管理手法とモニタリング＆コントロールの実施要件

を修得できる
◆ＩＴ戦略の策定プロセスを把握しＣＩＯとしての視点を理解する
◆全体最適のエンタープライズシステムアプローチを理解する
◆ＲＦＰとＳＬＭの基礎知識を修得する
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Ⅰ．IT化のガバナンスの捉え方
１． IT化プロセスの管理要素
２． ITガバナンスとは

Ⅱ．プロジェクトマネジメント
１．プロジェクトマネジメントの考え方
２ プロジェクトマネジメントプロセス

コースの概要

Ⅰ．IT戦略の捉え方
１．経営活動と情報化プロセス
２．IT戦略策定プロセスの要件

Ⅱ．IT戦略策定の主要メソドロジー
１．経営活動の情報モデル設計
２ ITガバナンスの成熟度

第1章 「プロジェクトマネジメント
とモニタリングを知る」

第２章 「IT化提案力をつける」
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２．プロジェクトマネジメントプロセス
とは

３．PMBOKの知識エリア
４．計画・管理の主要メソドロジー

Ⅲ．モニタリング＆コントロール
１．モニタリング＆コントロールの

考え方
２．モニタリング目標の指標化

Copy Rights IＳＭ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ＣＯ．ＬＴＤ

２．ITガバナンスの成熟度

Ⅲ.．情報システムの最適化アプローチ
１．情報システム設計プロセスの構造
２．システム設計の見える化要件

Ⅳ．ＲＦＰ要件とSLM 
１．ＲＦＰの考慮事項
２．SLAとSLM の要求事項

Ⅵ．グループ討議演習
テーマ：「ＩＴ戦略策定で考慮すべきこと」

カリキュラムの構成
単 元 目的

第1章 「プロジェクトマネジメントとモニタリングを知る」

Ⅰ．IT化のガバナンスの捉え方

Ⅱ．プロジェクトマネジメント

Ⅲ モニタリング＆コントロ ル

講義項目

②プロジェクトマネジメントプロセスとは

②ITガバナンスとは

①モニタリング＆コントロールの考え方

⑤課題演習：EVMS 

① IT化プロセスの管理要素

④計画・管理の主要メソドロジー

時間帯

９：４０

～

１２：３０

①プロジェクトマネジメントの考え方

情報化政策の背景
を知る

主要な情報化政策
と白書から時流を

知る
③PMBOKの知識エリア

経営戦略の考え方

はじめに

第２章 「IT化提案力をつける」

Ⅲ．モニタリング＆コントロール

１３：３０

～

１６：４０
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②モニタリング目標の指標化と経営用語を知る

Ⅰ．IT戦略の捉え方
②IT戦略策定プロセスの要件

①経営活動と情報化プロセスIT戦略の策定プロ
セスと要因を知る

Ⅱ．IT戦略策定の主要メソドロジー ②IT統制の成熟度

①経営活動の情報モデル設計経営戦略の
主要手法を知る

Ⅲ.．情報システムの最適化アプローチ ②システム設計の見える化要件

①情報システム設計プロセスの構造情報システムの設計
アプローチを知る

Ⅳ．ＲＦＰ要件とSLM 

１６：４０
～

１７：２０

おわりに

②SLAとSLM の要求事項

①ＲＦＰの考慮事項IT化提案要求項目と
運用課題を知る

４． グループ討議演習 テーマ：「ＩＴ戦略策定で考慮すべきこと」

IT経営への知識コース

シリーズ２：「IT経営構築の要求知識」

第１章 「プロジェクトマネジメント

とモニタリングを知る」

第２章 「IT化提案力をつける」

5
Copy Rights IＳＭ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ＣＯ．ＬＴＤ

第１章 「プロジェクトマネジメントとモニタリングを知る」

Ⅰ．IT化のガバナンスの捉え方

Ⅱ．プロジェクトマネジメント

Ⅲ．モニタリング＆コントロール

6
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Ⅰ．IT化のガバナンスの捉え方

１． IT化プロセスの管理要素
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２． ITガバナンスとは

Ⅰ.1 IT化プロセスの管理要素

◆IT経営策定プロセス

経
営
戦
略
へ
の
展
開 経営戦略

経営ビジョン

企業理念
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ポイント：IT経営の実践にはトップダウンの戦略とボトムアップの成熟度向上戦略が両輪となる。

開 経営戦略

ＩＴ実装

IT戦略経営改革方針

経営プロセス改革

経営活動のマネジメント

経
営
成
熟
度

Ｉ
Ｔ
成
熟
度

Ⅰ.1 IT化プロセスの管理要素

①
経

営

②
I
T

プロジェクトマネジメント
活動のモニタリング＆コントロール

成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン

③
I
T

④
I

⑤
I
T
サ

◆IT化プロセスと活動フェーズ

戦

略

業務プロセスへの組込み＆実行

戦
略
策
定

ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

資
源
調
達

I
T
導
入

サ
｜
ビ
ス
活
用

出典：ＩＴＣガイドライン
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目標策定プロセス 業務プロセス構築プロセス

ポイント：IT化の５つのフェーズにはその統治をするプロジェクトマネジメントとモニタリングが必要になる。
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Ⅰ.1 IT化プロセスの管理要素

プ
ロ
ジ
ェ

モ
ニ
タ
リ

Ⅰ．経営戦略フェーズ

Ⅱ．IT戦略策定フェーズ

ガバナンス成果物５つのフェーズマネジメント活動

◆ＩＴガバナンスプロセスの成果物

経営戦略企画書

ＩＴ戦略企画書

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

Ⅲ．IT資源調達フェーズ

Ⅳ．IT導入フェーズ

Ⅴ．ITサービス活用フェーズ

ポイント：ITガバナンスプロセスには、ITガバナンスのための成果物が求められる

出典：ＩＴＣガイドライン
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ＩＴ調達計画書＆RFP

ＩＴ導入進捗管理

ＩＴ運用管理と戦略達成
度評価報告書

Ⅰ.2 ITガバナンスとは

「準拠すべき優れた実践方法（手法）を収集、整理し、

これを仕組みとして定着させることによって、企業における

ITが確実にビジネス目標をサポートできるようにするもの」

COBIT 第4版

資源を 管理プ り統治

◆ITガバナンスの定義
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4つのIT資源を4つの管理プロセスにより統治

4つのIT資源（何を）

・アプリケーション
・情報
・インフラストラクチャ
・人

4つの管理プロセス（どうやって）

①計画と組織
②調達と導入
③サービス提供とサポート
④モニタリングと評価
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ポイント：ＩＴガバナンスはビジネス目標（経営目標）に向けて、ＩＴ管理プロセスによりＩＴ資源を統治すること。

Ⅰ.2 ITガバナンスとは

情報要請規準

ビジネス達成目標

・有効性
・効率性

ＩＴプロセス活動

◆ビジネス目標達成のＩＴプロセス活動

ＩＴ資源

計画と組織

調達と導入サービス提供とサポート

モニタリングと評価

効率性
・機密性
・インテグリティ
・可用性
・コンプライアンス
・信頼性

ポイント：ビジネス目標達成のITプロセス活動は、コントロール目標としての情報要請規準が起点となる
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Ⅰ.2 ITガバナンスとは

経営改革プロジェクト計画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

IT戦略策定

IT資源調達

経営戦略
経
営
組
織
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ

成
熟
度
の
モ

◆経営活動におけるモニタリング
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ITサービス活用

理
と
制
御

プロジェクト管理と制御

業務の実施

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

立上げ―＞計画―＞実行―＞監視コントロール―＞終結

IT導入と
I
T
組
織

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ニ
タ
リ
ン
グ

IT化システム

成果のモニタリング
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ポイント：経営戦略に沿ったＩＴガバナンスは3種類のモニタリングが必要となる。

Ⅰ.2 ITガバナンスとは

◆モニタリングとコントロールとは
￭モニタリング：活動・成果を定期的、継続的に状況を把握し評価するプロセス

￭コントロール：活動の是正措置を提案するプロセス

◆モニタリングの活動
￭プロジェクトのモニタリング

◆モニタリングの活動
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￭プロジェクトのモニタリング

－プロジェクト活動のモニタリング
経営戦略からIT安定稼働までのモニタリング

－プロジェクト完了後のモニタリング
IT運用サービス後のSLAのモニタリング
（注）SLA：Service Level Agreement

￭成果のモニタリング

経営目標およびIT化目標の評価モニタリング

￭成熟度のモニタリング

経営成熟度とIT成熟度レベルの達成評価のモニタリング
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ポイント：モニタリング＆コントロールはすべての統治活動の基礎となる。

「 IT化のガバナンスの捉え方」のまとめ

１．ITガバナンスとは、経営戦略に沿った情報システムの企画・計画、調達・導入、運用
に対するITの統治を言う。

２．COBITはITガバナンスの要素として、「情報要請規準」、「4つの管理プロセス」、
「4つのIT資源」を定義した。

３．経営活動のモニタリングには、「成果のモニタリング」、「プロジェクトのモニタリング」、
「成熟度 タ グ があ
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「成熟度のモニタリング」がある。
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Ⅱ.４ 計画・管理の主要メソドロジー

１．開発過程における使用メソドロジー

２．ＷＢＳ（Ｗｏｒｋ Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）
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３．ＰＥＲＴ／ＣＰＭ
（Project Evaluation Review Technique/Critical Path Method)

４．ＥＶＭＳ

Ⅱ.4.１ 開発過程における使用メドドロジー

プ
ロ
ジ
ェ

１．マスタースケジュール作成
（目的）

①プロジェクト作業の全容

２．工程別スケジュール作成
（目的）

プロジェクト作業の実行可能性

３．アクティビティ／タスクスケ
ジュール作成

（目的）

WBS（ワークブレークダウンストラクチャー）の作成

目的：プロジェクト遂行で考えられる限りの成果物活動をＢｒｅａｋ Ｄｏｗｎし、その想定
作業により計画の精度を向上する

記述事項：
①工程、アクティビティ、作業（タスク）の作業体系
②アクティビティ、タスクの成果物、工数
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ク
ト
憲
章

①プロジェクト作業の全容
（工程の目的、成果物、主作業）

を把握する
②主要成果物、作業に対する

ステークホルダーとの共通認識
（記述事項）

プロジェクト開始から修了までの
主要活動項目（工程、主活動
項目）スケジュールと成果物

プロジェクト作業の実行可能性
の精度を高め、最適なスケジュ
ールを策定する。
プロジェクトリーダーや管理者が
進捗管理を行う基盤とする

（記述事項）
①全工程、全アクティビティーの

作業関連
②実施作業と成果物、納期、

責任者

（目的）
アクティビティを作業単位に分解
し、作業担当者の割振りを行い
作業の管理を行うためのスケジ
ュール管理表を作成する

（記述事項）
①バーチャートによる担当者別

作業スケジュール
②担当作業別成果物、納期

ＰＥＲＴ／ＣＰＭ

Copy Rights IＳＭ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ＣＯ．ＬＴＤ

ポイント：プロジェクトのスケジュール化ではWBSとPERT/CPM（ネットワークスケジュール）技法の活用が基本となる。

Ⅱ.4.2 ＷＢＳ（Ｗｏｒｋ Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）

システム－１ 機能－１ サブ機能－１

サブ機能－１

要件
書１

要件
書２

成果物

◆プロジェクトスコープ（機能ＷＢＳ）
Cf:WBS:Work Breakdown Stracture

プロジェクト システム－２

システム－３

機能－２

機能－３

サブ機能－１

書２

要件
書３

出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版 アスキー
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ポイント：機能WBSはIT化対象範囲を明確にするために機能分解する手法である。
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Ⅱ.4.2 ＷＢＳ（Ｗｏｒｋ Ｂｒｅａｋｄｏｗｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）

計画

要件定義

基本設計

工程の計画

システム機能仕様
の作成

適用業務フロー
の作成

入出力仕様
の作成

データファイルの
論理関係定義

定義
書１

５

プロジェクト 工程 アクティビテイー タスク
成果物 工数

◆作業ＷＢＳ
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ポイント：WBSの作業展開は業務プロセスの成果物をイメージできるタスクまでの展開が必要となる。

プロジェクト

基本設計

詳細設計

開発
／テスト

移行

の作成

データファイル
の論理設計

移行設計

運用障害設計

Ｈ／Ｗ、Ｓ／Ｗ構成
の確認

基本設計承認

データファイルの
論理構造定義

データベース・
セグメント定義

定義
書２

定義
書３

３

４

出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版 アスキー

Ⅲ. モニタリング＆コントロール

１．モニタリング＆コントロールの考え方

２．モニタリング目標の指標化
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◆PDCAとモニタリング

Plan

D

経営管理 プロジェクト管理 日常管理

経営計画 プロジェクト計画 作業目標

QC
活動

Ⅲ.1 モニタリング＆コントロールの考え方
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Do

Check

Action

経営活動 プロジェクト活動 作業

経営会議 プロジェクトレビュー 進捗管理

計画変更 計画変更 変更対処
モニタ
リング
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ポイント：「モニタリング」は経営活動すべてのＣｈｅｃｋ＆Ａｃｔｉｏｎの総称として使われる。

Ⅲ.1 モニタリング＆コントロールの考え方

情報要請規準

ビジネス達成目標

・有効性
・効率性

ＩＴプロセス活動

◆ビジネス目標達成のＩＴプロセス活動

ＩＴ資源

計画と組織

調達と導入サービス提供とサポート

モニタリングと評価

効率性
・機密性
・インテグリティ
・可用性
・コンプライアンス
・信頼性

ポイント：ビジネス目標達成のITプロセス活動は、コントロール目標としての情報要請規準が起点となる
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Ⅲ.1 モニタリング＆コントロールの考え方

１．目標明確化と周知徹底
①目標の明確化
②周知徹底

２．状況把握
①実績データの収集・蓄積
②継続的ならびに

プロセス
経営戦略に基づき、財務の視点のみならず、顧客、
プロセス、学習・成長など総合的な視点からバランス
のとれた戦略目標のＫＧＩ、業績管理目標のＫＰＩを
定量的に定義し、ステークホルダーに周知徹底する

リアルタイムに、且つ事実に基づいた客観的なデータ
収集・蓄積のために、ＩＴを活用した業務システムに
その仕組みを導入し、担当者レベルで行う継続的な

タ グ 独立 た部 体制

概要

◆モニタリング＆コントロールのプロセス

②継続的ならびに
定期的モニタリング＆コントロール

３．差異分析
①評価計画の策定
②差異分析

４．リスクに対する対応策・防止策
の立案と報告

①リスクに対する対応策・防止策の立案
②リスクに対する対応策・防止策の報告

モニタリング＆コントロールと独立した部門や体制で

行う定期的モニタリング＆コントロールがある

差異分析を行うために、明確な評価ができる評価計画
を作成する。その計画に沿って、評価対象のリスク
度合いに応じた事象の優先順位付けを行う。

差異分析・評価の結果の内、リスクと判断されたもの
に対して、影響度合いと費用対効果を勘案して、
対応策・防止策を策定し、適時にしかるべき意思決定
者へ報告する。

ポイント：モニタリング活動は目標の差異分析による報告と改善対策づくりである。
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Ⅲ.1 モニタリング＆コントロールの考え方

１．合目的性の原則：
企業の全ての活動は経営戦略フェーズで定義された戦略目標や業績達成目標と整合
を保つこと。これらの目標は財務の視点のみならず、顧客、プロセス、学習・成長などの
総合的視点から明確化されていることが必要である

２．効果的な方法適用の原則：
モニタリング＆コントロールは必要にして十分な範囲をカバーし、その期間、頻度や
タイミングは企業成熟度を考慮して設定し、評価・報告の出来る仕組みを作る

３．ステイクホルダー納得性の原則：
ステイクホルダーが納得しないモニタリング＆コントロールの仕組みやリスクに対する

◆モニタリング＆コントロールの原則

48

４．変化への適応性の原則：
経営環境の変化に対応し、設定した目標の定期的な評価や新たな目標設定（たとえ
ば法制度改定など）など、計画を柔軟に再評価し、見直すことが必要である

ステイクホルダ が納得しないモ タリング＆コントロ ルの仕組みやリスクに対する
対応策・防止策は意味が無い。経営者自らがコミュニケーション計画を立案し、納得性
のある活動とすることが不可欠である

出典：ITC協会資料（一部加筆）

５．真実性の原則：
収集したデータ／情報等に基づき事象が真実であることが検証できることが必要である

６．公正・中立の原則：
モニタリング＆コントロールにおける評価は企業の社会的存在意義を踏まえて公正
かつ中立的立場で行わなければならない
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ポイント：モニタリング＆コントロールの原則では合目性と真実性が基本になる。

「モニタリング＆コントロール」のまとめ

１．モニタリングコントロールとは、経営に対するPDCAのチェック、アクションを言う。

２．モニタリングの指標は、経営戦略による経営目標を達成をナビゲート経営施策の
指標となる。

３．モニタリングの指標の設定は、経営者の責任であり、関係者が納得する指標
であることが求められる。

49

４．モニタリングデータは、業務プロセスから発生する真実のデータであることが
必要であり恣意性を含まないことである。
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財務
の視点

顧客
視点

低価格

低原価
売上拡大

利益性の向上

戦略マップとアクションプラン
（Ｓｏｕｔｈｗｅｓｔ航空会社例）

Ⅲ.2 モニタリング目標の指標化

◆戦略マップの目標

の視点

内部業務
プロセス
の視点

学習と成長
の視点

地上クルー
のチームワーク

実稼動時間
のアップ

定刻離着陸

ビジョンに
沿って展開
された重要
成功要因
をいう

戦略目標
（施策）を
達成する
重要成功
要因

ＣＳＦの
成功度合い
を測定する
指標（KPI)

戦略目標
を達成する
数値目標

ＣＳＦを
成し遂げる
アクション
プラン

戦略目標
（方針・施策）

ＣＳＦ
業績評価

指標
目標

アクション
プラン

ポイント：戦略マップの戦略目標によるビジネス目標達成の道程を表し、数値目標とKPIを設定し、アクションプランへ展開する
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Ⅲ.2 モニタリング目標の指標化

◆KGIとKPI目標

経営戦略プロセス改革

ＫＧＩ指標ＫＰＩ指標

IT戦略

ＫＰＩ指標 ＫＧＩ指標

情報
要請
規準
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ポイント：経営目標には計数目標とプロセス改革による目標指標としてKGI、KPIがある。

顧客満足度
向上施策

経営目標
（計数）

中長期目標

事業目標

部門目標

個別目標

モニタリン
グ指標

ＫＧＩ

ＫＰＩ

業務プロセス
改革施策

社員・組織能力
育成施策

ＫＧＩ

ＫＰＩ

ＫＰＩ

新業務プロセス
IT化方針

新IT環境構築
方針

ＫＰＩ

ＫＰＩ
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第２章 「IT化提案力をつける」

Ⅰ．IT戦略の捉え方

Ⅱ．IT戦略策定の主要メソドロジー

プⅢ.．情報システムの最適化アプローチ

Ⅳ．ＲＦＰ要件とSLM

Ⅵ．グループ討議演習
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Ⅰ. IT戦略の捉え方

１．経営活動と情報化プロセス

２．IT戦略策定プロセスの要件
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◆経営活動環境要因

経営資源同業他社

企業

経営活動

脅威

外的環境要因 内的環境要因

Ⅰ.1 経営活動と情報化プロセス

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
55

経営機能

販売 生産 物流 経理

業

・政治
・経済
・社会
・技術

機会/脅威

・強み
・弱み

ポイント：経営活動は経営環境によって経営機能を変える。

Ⅰ.1 経営活動と情報化プロセス

経営目標 売上高・利益、
シェア、・・・

経営活動
経営戦略

◆情報システムの位置づけ

エ
ン
タ
ー

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
56

経営機能

経営資源 ひと もの かね

基幹システム

経理物流販売生産

ポイント：業務プロセスと経営資源の効果的コミュニケーションとして情報システムがある

ー
プ
ラ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム

Ⅰ.1 経営活動と情報化プロセス

経
営
戦
略
へ
の
展
開 経営戦略

経営ビジョン

企業理念

◆IT経営策定プロセス

開 経営戦略

ＩＴ実装

IT戦略経営改革方針

経営プロセス改革

経営活動のマネジメント

経
営
成
熟
度

Ｉ
Ｔ
成
熟
度
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ポイント：IT経営の実践にはトップダウンの戦略とボトムアップの成熟度向上戦略が両輪となる。

Ⅰ.1 経営活動と情報化プロセス

①
経

営

②
I
T

プロジェクトマネジメント
活動のモニタリング＆コントロール

成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン

③
I
T

④
I

⑤
I
T
サ

◆IT化プロセスと活動フェーズ

戦

略

業務プロセスへの組込み＆実行

戦
略
策
定

ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

資
源
調
達

I
T
導
入

サ
｜
ビ
ス
活
用

出典：ＩＴＣガイドライン
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目標策定プロセス 業務プロセス構築プロセス

ポイント：経営戦略派5つのＩＴ化ステップによって業務プロセスへ組み込まれていく。

Ⅰ.1 経営活動と情報化プロセス

経営戦略策定

ビジネス要求

目標、事業ビジョン

ビジネスモデル

戦略目標

◆情報化プロセスの成果ステップ

ビジネス目標
の設定

ISM-Research CO.LTD All Rights Reserved
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ビジネスプロセス改善要求

IT系プロセ
ス

情報システム

人間系プロセス

システム化要求

ビジネスプロセスモデル

IT化目標

アプリケーションシステム
＆IT環境

ビジネスプロセス目標
ビジネスプロセス

目標設定

ＩＴ化目標の
実現

ポイント：情報化プロセスは3段階のステップを通して経営戦略を反映した情報システムが構築される。


